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１．概要

【目的】
副業・兼業の推進と農業の人手不足の解消を目的とする。

【事業内容】
市内企業と農業者によるプラットフォームを構築。農業者は市を介し

て農作業の内容や条件を周知し、希望する企業従業員（正規・不正規問
わない）が直接申込み副業をおこなう。市は就業規則の改正など副業に
関する環境整備について、他機関と連携しサポートをおこなう。

【対象】
企業：紀の川市内で従業員１０人以上を雇用する事業者
農業法人：紀の川市内に農地を有する農業者

【費用】 無料
【実施期間】 通年
【事業の流れ】
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（事前準備）
●参加企業、農業者を募集しプラットフォーム構築
●参加企業を通じ従業員にインスタグラム非公開アカウントを周知
従業員がフォロー

（運用）
①農業者は作業の内容、作業の画像や動画を市に連絡
②市がインスタグラムで周知
③その作業について副業を希望する従業員は直接DMで農業法人に申込
（事後）
④農業者は副業してもらった方が所属している企業に定期的に副業内容
を報告

④



２．現状と課題①

副業・兼業アンケートの実施（紀の川市独自）

調査期間：2024年6月19日～2024年7月12日
対 象：常時雇用10名以上の市内事業者 回答数73件

認めている

45%認めていない

53%

無回答
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従業員の副業・兼業を認めている割合

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

その他

情報漏洩のリスクがあるため

人手不足や人材の流出につながるため

労働災害の場合の本業との区別が困難なため

労働時間の管理・把握が困難なため

従業員の長時間労働や過重労働を助長するため

副業・兼業を認めていない理由（複数回答）

％

①紀の川市は、副業を認めていない企業の割合が高い

副業の推進に関する国の動向

働き方改革実行計画（平成２９年３月）
未来投資戦略2017（平成２９年６月閣議決定）
未来投資戦略2018（平成３０年６月閣議決定）

労働者の健康確保に留意しつつ、副業・兼業を原則として認める方向で副業・
兼業の普及促進を図る。

厚生労働省が働き方改革の一環として「副業・兼業」を推進してきた
結果、最近では認める企業がスタンダードとなってきており、就職希望
者が企業を選定する際において重視する場合があります。
一方、紀の川市が昨年アンケートを実施したところ、半数以上の企業

が副業・兼業を認めていないという回答でした。



２．現状と課題②
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②農業従事者は年々減少している

紀の川市は全国有数のフルーツ生産地ですが、農業従事者のうち60
歳以上の方が全体の8割を占めており新規就農者数は年間２０人程度
で推移していることから、深刻な担い手不足に直面しています。

紀の川市の農業従事者の年齢構成
2020年農業センサス

農家数の推移
農業センサス



５月のGWは工場の閑散期と重複
し長期の休みとなったので桃の摘
果作業をおこなった。

仕事納めが早かったので、年末に
八朔の収穫作業を副業した。

GW明けは閑散期なので柿の摘蕾
作業を副業した。

定年後は将来的に八朔で新規就農
を考えているので年間作業を習得
すべく定期的に副業した。

３．事業に参加するメリット

課題① 紀の川市の企業は、副業を認めていない割合が多い

課題② 紀の川市の農業従事者は、年々減少している

農業サポート企業登録制度

桃と柿を生産 玉ねぎと八朔を生産
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メリット② 当事業により「副業に伴うデメリット」が軽減されます
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情報漏洩のリスクがあるため

人手不足や人材の流出につながるため

労働災害の場合の本業との区別が困難なため

労働時間の管理・把握が困難なため

従業員の長時間労働や過重労働を助長するため

副業・兼業を認めていない理由（複数回答） 副業・兼業アンケート 2024年紀の川市実施

異分野業種での副業であり、企業への事後報告をルールとする等により、
アンケート調査で、「副業を認めていない」理由として挙げられた項目を、
当事業で解決することができます。

メリット①
「副業が可能な企業」は求職者に対しアピールでき、自由な働き方に取り組む企
業風土は就業定着にも効果が見込めます。

副業先と連携
していれば心
配なし！



メリット③ 当事業では紀の川市だけでなく、和歌山労働局やよろず
支援拠点などにもサポートをお願いしています。

メリット④ 当事業は全国的に例のない取り組みなので企業PRが期待
できます。

４．申込方法等

１．申込要件
・本社または事業所を紀の川市内に有すること。
・労働関係法令を遵守していること。
・特定の政治団体と関わるものや公序良俗に反するものでないこと。

  ※参加決定後であっても、上記要件に該当しないことが判明した
 場合は、参加決定を取り消す場合があります。

２．申込方法 オンライン申込フォームからお申込み下さい。
次の方法でフォームにアクセスして下さい。

・URLから https://logoform.jp/form/5a8g/1013620

・右のQRコードを読み取りスマホから

３．申込締切 令和７年７月３１日（木）
※随時募集しますが報道発表等PRのため1次締切を設定します。

【お問い合わせ】
紀の川市役所商工労働課
℡0736－79－3901

https://logoform.jp/
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